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今年も歳末たすけあい運動に協力をお願いします。

理学療法士の浅川氏からフレイル予防の運動を教わりました。

優しさの贈りもの
歳末たすけあい施設慰問
　12月 21日㈮、市社会福祉協議会が歳末たすけあい
慰問を実施。民生委員児童委員が施設入所者や地域に
住む支援を必要とする人たち約1,450人に慰問金など
を届けました。富樫苑では、民児協の前川会長が「正
月を気持ち良く過ごしてほしい」とあいさつ。ホール
に集まった約40人に、民生委員児童委員から一人一人
に気持ちの込もった贈りものが手渡されました。入所
者を代表して居村久江さんは「幸せをいただきました。
ありがとう」と感謝の気持ちを述べました。

クリスマス会にサンタがやってきた！
押野保育園クリスマス会
　12月 20日㈭、押野保育園にサンタクロースとトナ
カイのルドルフがやってきました。園児がクリスマス
会を行っていたところ、突然サンタが登場。大喜びの
園児はサンタと一緒にジングルベルなどの音楽に合わ
せて踊り、楽しい時間を過ごしました。いつもすてき
なプレゼントをくれるサンタに感謝を込めて、園児か
らサンタへの逆プレゼントも実施。園児は「サンタさ
んに会えて、プレゼントももらえてうれしかった」と
サンタとの出会いに大満足の様子でした。サンタさんから園児一人一人にプレゼントが手渡されました。

野々市の魅力を知って伝える
ボランティアガイド養成講座
　１月 12日㈯、旧北国街道の本町通りを会
場として、ボランティアガイドののいち里ま
ち倶楽部が「ボランティアガイド養成講座」
を開催しました。全６回のシリーズの第３回
となったこの日は約 20人が参加。県古民家
再生協会代表理事の山多宏氏が講師を務め、
本町通りに存在する、多くの歴史ある建物の
構造や特徴を説明しました。野々市と金沢の
建物の違いなどを学んだ参加者は「今まで知
らなかったことをたくさん知ることができ
た」と、今後のボランティアガイドとしての
活動に向けて意欲を高めました。
　養成講座の修了者はののいち里まち倶楽部
の一員として、観光客や市民の希望者に野々
市の歴史や魅力を伝えて、市内を案内します。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
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地域でフレイルの予防に取り組もう
フレイル予防講演会
　12月 18日㈫、情報交流館カメリアでフレイル予防
講演会が開かれ、市内の民生委員や地域サロンの代表
者など約50人が出席しました。「フレイル」とは健康
と要介護の間の状態のことをいい、放置するとほとん
どが要介護状態に陥ってしまいます。いつまでも健康
でいきいきと過ごすために、普段の生活で取り組むこ
とのできる具体的なフレイル予防について、歯科医師、
理学療法士、管理栄養士の３人の講師がそれぞれの専
門分野の視点で語りました。

至福の音色を味わう　
「ベーゼンドルファーインペリアル」を弾いてみよう！
　１月14日（月・祝）・15日㈫の２日間、文化会館フォ
ルテが所有する希少なピアノ「ベーゼンドルファーイ
ンペリアル」を自由に演奏できる恒例企画が開催され、
参加者はお宝ピアノの深く上質な音色を楽しみました。
このピアノから奏でられる音は「至福の音色」と名高く、
その音色を大ホールの舞台上で体験することができま
す。参加者は、「一音一音大切に弾くように心がけた」、
「ホールでの響きを味わうことができた」と、特別な時
間を満喫していました。

子どもたちの「わくわく」が溢れる場所
こどもミュージアム 2018
　「休み期間の子どもたちに豊かな体験をさせたい」、
保護者のそんな思いに応える場、こどもミュージアム
が12月 25日㈫に学びの杜ののいち　カレードで開催
されました。参加した小学生約40人は、プログラミン
グ、音楽、アート、サイエンスなどクリエイティブな
体験に挑戦。わくわくと好奇心を満たす楽しい時間を
過ごしました。主催は市内現役ママの集まりであるの
のいちはぐドットネット運営委員会。ボランティアの
協力のもと、春・夏休みに続き３回目の開催となります。

大きなホールで思う存分にピアノを弾くことができました。

静電気を利用した不思議な現象に興味津々です。

献血で支えるたくさんの命
移動採血車による献血推進活動
　赤十字血液センターでは、輸血を必要とする患者の
尊い命を救うため、日々献血の推進に取り組んでいま
す。１月８日㈫は採血バスが市役所を訪れ、来庁者や
市職員など計68人が献血を行いました。少子高齢化
が進む昨今、長期保存が効かない血液の安定供給には
若い世代の理解と協力が不可欠といわれます。この
日、センターの呼びかけに応じて献血した若者からは
「誰かの役に立てて嬉しい、４カ月後にまたやりたい」、
「100回目指します」など頼もしい声が聞かれました。 冬は血液が不足しがち。献血で誰かのヒーローになろう！




